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平
成
27
年
度
の
総
括
と
28
年
度
に
向
け
て

こ
の
時
期
、
冬
期
間
か
ら
春
へ
移
行
の
天

候
も
変
化
の
大
き
い
時
で
あ
り
ま
す
。

　

前
年
度
と
違
い
、
大
き
く
荒
れ
る
回
数
、
雪
、

風
等
も
少
な
く
、
苦
労
も
作
業
的
に
も
楽
な

シ
ー
ズ
ン
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

す
で
に
畑
も
雪
が
ほ
ぼ
無
く
な
り
、
ま
も
な

く
作
業
に
入
る
時
期
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
ス

ム
ー
ズ
な
移
行
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
普
及

セ
ン
タ
ー
に
よ
れ
ば
凍
結
も
あ
る
が
深
さ
は
例

年
以
内
で
、
今
後
の
天
候
に
よ
り
早
く
畑
作
業

も
可
能
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
年
間
を
振
り
返
る
と
、
農
業
関
係
で
大
き

な
動
き
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
が
あ
り
、
日

本
農
業
、
食
料
政
策
が
今
後
ど
う
な
る
か
、
２

つ
目
が
中
央
会
・
連
合
会
の
改
革
、
見
直
し
論

議
で
あ
り
ま
す
。
３
つ
目
が
最
近
、
規
制
改
革

会
議
に
よ
る
指
定
団
体
制
度
の
廃
止
で
あ
り
ま

す
。
農
業
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
開
催
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
関
係
者
を
参
加
さ
せ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
繰
り
返
し
、
３
月
23
日
に
は
現
場
の
声
と
し

て
片
寄
っ
た
考
え
方
の
意
見
を
聞
き
、
流
れ
は

大
き
く
変
わ
っ
た
方
向
に
な
り
、
心
配
し
て
お

り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
生
乳
は
全
道
・
全
国
で

供
給
需
要
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
に
よ
り
混
乱
す
る

こ
と
を
避
け
る
指
定
団
体
制
度
と
し
て
維
持
し

て
き
た
機
能
を
廃
止
し
て
、
誰
が
代
わ
り
に

や
っ
て
い
く
の
か
、
本
当
に
必
要
が
無
い
と
判

断
す
る
の
か
、
極
め
て
慎
重
な
対
応
を
求
め
る

次
第
で
す
。

　

さ
て
、
27
年
度
の
成
果
に
つ
い
て
触
れ
ま
す
。

酪
農
分
野
で
は
３
月
末
で
う
る
う
年
で
も
あ
り
、

総
乳
量
は
12
万
６
，３
１
９
ｔ
前
年
比
１
０
３
．

１
％
と
な
り
ま
し
た
。
大
き
く
回
復
を
果
た
し
、

更
に
は
乳
質
乳
価
に
お
い
て
も
３
月
末
で
１
，

９
３
１
万
円
と
管
内
断
ト
ツ
で
ト
ッ
プ
で
あ
り
、

日
々
の
組
合
員
の
高
い
向
上
心
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
個

体
販
売
に
お
い
て
も
、
初
生
ト
ク
・
初
妊
牛
・

廃
用
牛
に
至
る
ま
で
、
過
去
最
高
の
状
態
が
続

い
て
お
り
、
特
に
初
妊
牛
は
70
万
を
平
均
で
超

え
る
相
場
で
あ
り
ま
す
。

　

畑
作
は
、
１
月
の
段
階
で
報
告
し
た
よ
う
に

12
億
３
千
万
円
の
生
産
販
売
金
で
あ
り
、
酪

農
・
畑
作
合
わ
せ
て
前
年
度
１
３
７
億
か
ら

１
５
１
億
７
千
万
円
な
り
ま
し
て
過
去
最
高
を

更
新
し
ま
し
た
。
よ
っ
て
所
得
も
生
産
者
段
階

で
も
確
保
で
き
た
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
是
非

28
年
度
も
こ
の
勢
い
で
前
年
度
以
上
の
成
果
を

目
指
し
て
、
共
に
挑
戦
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。

　

次
に
農
協
事
業
に
触
れ
ま
す
。

Ａ
コ
ー
プ
あ
る
る
は
色
々
と
課
題
も
あ
り

ま
す
が
、
計
画
に
近
い
18
億
１
，３
５

０
万
と
な
り
ま
し
た
。
満
足
と
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
20
億
を
目
指
し
て
足
場
を
固
め
た
企
画
、

イ
ベ
ン
ト
、
ス
タ
ッ
フ
の
志
気
を
高
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

利
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ス
タ
ン
ド
は
、
価
格
が
安
定
し
、
値
下
げ
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
需
要
期
を
迎
え
ま
す
の
で
、

対
応
を
し
っ
か
り
し
て
参
り
ま
す
。
洗
車
機
は

季
節
に
関
係
な
く
、
利
用
が
マ
ッ
ク
ス
に
近
い

状
態
の
推
移
で
す
。
タ
イ
ヤ
販
売
等
で
は
全
道

の
中
で
３
年
連
続
ト
ッ
プ
の
実
績
を
維
持
し
高

い
評
価
を
頂
き
、
ス
タ
ッ
フ
も
ま
だ
ま
だ
販
売

増
の
可
能
性
あ
り
と
力
強
い
姿
勢
で
日
々
の
仕

事
に
臨
ん
で
お
り
ま
す
。
何
か
あ
れ
ば
相
談
い

た
だ
け
れ
ば
解
決
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

次
に
肉
牛
セ
ン
タ
ー
の
動
き
で
す
が
、
相

場
に
支
え
ら
れ
て
販
売
高
で
は
過
去
最

高
の
約
５
億
５
千
万
円
強
に
な
る
と
見
て
お
り

ま
す
。
肉
評
価
も
安
定
し
、
７
割
近
く
は
徳
島

の
長
谷
川
畜
産
へ
販
売
し
、
３
割
は
ホ
ク
レ
ン
、

地
元
、
あ
る
る
、
河
亭
様
等
で
消
費
を
し
て
お

り
、
安
定
し
た
評
価
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
農
協
事
業
と
し
て
は
出
来
な
く
な
る
こ

と
か
ら
、
３
月
の
地
区
別
懇
談
会
で
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
会
社
化

へ
移
行
し
た
い
旨
の
提
案
を
し
ま
し
た
。
意
見

も
頂
き
ま
し
た
が
、
後
ろ
向
き
な
意
見
は
な
く
、

慎
重
に
対
応
を
望
む
声
を
い
た
だ
き
今
後
総
会

へ
向
け
て
、
よ
り
具
体
的
に
詰
め
て
ま
い
り
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
酪
農
部
門
も
取
り
入
れ
た
方

向
性
で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
施
設
が
稼
働
し
始
め
ま
す
と
、
き
っ
と

将
来
担
い
手
、
新
規
就
農
、
雇
用
人
等
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
兼
ね
た
場
所
と
な
る
こ
と
か
ら
、

効
果
・
可
能
性
は
十
分
に
期
待
で
き
る
よ
う
詰

め
て
参
り
ま
す
。
今
現
在
、
平
成
30
年
に
フ
ル

稼
働
を
目
指
す
べ
く
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
、
信
用
・
共
済
事
業
で
あ
り
ま
す
。
一

年
前
か
ら
当
Ｊ
Ａ
は
貯
金
残
高
２
０
０
億
が
視

界
に
入
っ
て
き
ま
し
た
こ
と
は
色
々
な
機
会
に

話
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
一
年
は
推
移
を
み

て
き
ま
し
た
。
７
月
よ
り
２
０
０
億
を
超
え
、

月
ご
と
に
確
実
に
増
え
て
ゆ
き
、
こ
れ
に
伴
い

必
要
な
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
役
員
定

数
・
報
酬
・
推
薦
会
議
と
開
催
し
、
４
月
１
日

を
迎
え
ま
し
て
結
果
２
１
０
億
を
超
え
、
28
年

度
か
ら
当
Ｊ
Ａ
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
移
り
ま

す
。

　

多
く
の
課
題
は
こ
れ
か
ら
も
発
生
す
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
私
達
は
農
協
法
が
で
き
、
ま

も
な
く
70
年
の
目
前
に
、
こ
の
状
況
に
き
た
の

は
、
多
く
の
組
合
員
の
日
々
の
努
力
と
町
内
外

の
利
用
者
に
対
し
て
誠
実
で
安
心
し
た
取
り
組

み
、
話
題
性
を
含
め
積
極
的
に
展
開
し
、
常
に

前
進
し
て
き
た
こ
と
が
成
果
と
し
て
迎
え
る
こ

と
に
改
め
て
感
無
量
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
農
協
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
、
こ
こ
に
Ｊ
Ａ
中

標
津
あ
り
と
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

以
上
、
27
年
度
の
成
果
と
28
年
度
へ
の
取

り
組
む
課
題
、
目
標
を
何
点
か
触
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
向
か
う
に
あ
た
っ
て
、
政
治
の
安
定
、

経
済
の
推
移
が
極
め
て
大
事
で
あ
り
、
７
月
に

は
参
議
院
選
挙
が
あ
り
特
に
18
才
以
上
が
参
加

で
き
る
仕
組
み
に
な
り
、
結
果
が
ど
う
展
開
す

る
か
、
更
に
は
地
元
の
町
長
・
町
議
員
選
挙
が

８
月
に
あ
り
、
町
の
行
く
末
・
方
向
性
が
問
わ

れ
る
等
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
な
判
断
で
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

世
界
の
動
き
も
あ
り
、
こ
の
一
年
は
話
題
的

に
多
く
、
情
報
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
事
業
展

開
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
自
分
の
す
る
べ
き
こ
と
を

含
め
て
目
標
値
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

色
々
な
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
農
協
も
人
材
・

情
報
・
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
も
常
に
準
備
し
て
対
応

出
来
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
使
命
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
安
全
安

心
の
生
産
物
を
消
費
者
に
届
け
、
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
私
共
の
し
て
い
る
こ
と
に
理
解
と
協
力

を
い
た
だ
け
る
よ
う
日
々
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

迎
え
た
28
年
度
も
農
業
者
、
農
協
に
と
り
ま

し
て
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
事
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
総
括
と
取
り
組
み
の
考
え
方
を
終
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  食品加工交流部会のページ
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り
回
答
が
な
さ
れ
、
詳
細

に
つ
い
て
は
、
広
報
誌
等

で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で

参
加
者
か
ら
了
承
を
得
ま

し
た
。
総
会
の
最
後
に
は
、

新
役
員
よ
り
一
言
ず
つ
挨
拶
を
頂
き
、
総

会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
部
会
員
が
腕
に
よ
り
を

か
け
た
加
工
品
が
持
ち
寄
ら
れ
、
試
食
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
試
食
ス
ペ
ー
ス
に
は
、

色
々
な
種
類
の
漬
け
物
や
ち
ら
し
寿
司
な

　

４
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
中
会
議
室
に

て
、
第
15
回
食
品
加
工
交
流
部
会
通
常
総

会
が
、
会
員
14
名
出
席
の
も
と
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
名
越
静
枝
部
会
長
か
ら
、

「
昨
年
度
は
皆
様
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、

ロ
シ
ア
人
受
入
交
流
事
業
を
成
し
遂
げ
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
、

と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
い

き
た
い
で
す
。
今
日
の
総
会
は
来
年
度
の

加
工
部
会
を
よ
り
よ
く
す
る
為
に
も
、
み

な
さ
ん
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
長
に
、
藤
井
直
雄
美
さ
ん
（
第
２
俣

落
）
が
選
出
さ
れ
、
議
事
が
進
行
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
27
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収

支
決
算
報
告
、
平
成
28
年
度
事
業
計
画
案

お
よ
び
収
支
予
算
案
、
賦
課
金
と
徴
収
方

法
、
役
員
の
選
出

に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
次

年
度
計
画
案
の
議

事
の
前
に
、
昨
年

度
の
総
会
に
お
い

て
質
問
の
あ
っ
た
、

「
農
業
農
村
交
流

施
設
の
利
用
」
に

つ
い
て
、
農
協
と

話
し
合
っ
た
結
果

を
名
越
部
会
長
よ

  食品加工交流部会のページ

　写真左から順に
●部会長  髙　橋　百　合
●副部長  鈴　木　由佳子
●監　事  大　西　ふみ江

●グループ長
　金　子　ひろみ（レトルト・保存食）
　長　縄　さおり（パン・菓子）
　大　内　佳　子（乳製品・地場産）

平成28年度、新役員体制で始まります!
名越部会長

第15回 通常総会

執行部

色
々
な
種
類
の
漬
け
物
や
ち
ら
し
寿
司
な

ど
、
掲
載
し
き
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の

品
が
テ
ー
ブ
ル
へ
と
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

部
会
員
は
持
ち
寄
ら
れ
た
品
に
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら
、
来
年
度
へ
向
け
て
の
計
画
を
、

笑
い
を
交
え
な
が
ら
な
ご
や
か
に
話
し
合

い
ま
し
た
。

①クレエ利用時の人数制限
　変更前『５名以上で利用可能』
　変更後『３名以上で利用可能』
②月の利用回数制限
　１グループ、ひと月に２回までとする。
　混みあっているようなら、譲り合う。
③個人で｢販売するための製造｣は禁止とする

農業農村交流施設（クレエ）
利用の主な変更点

「ふれっぷ」より
ジャムのプレゼント

平成28年度
新役員

一品持ち寄りの品々
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歳
表
彰
は
筒
井
辰
也
氏
（
当
幌
支
部
）、
山
下

匡
大
氏
（
開
陽
支
部
）
の
２
名
が
受
賞
、
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
最
も
輝
い
た
人
に
送
ら

れ
る
Ｍ
Ｖ
Ｐ
賞
は
小
出
信
彦
氏
（
俣
落
支
部
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
部
員
に
は
佐
藤
恵
悟
氏
（
当
幌
支
部
）

が
新
た
に
仲
間
に
加

わ
り
、
壇
上
に
て
高

い
志
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に

伴
い
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
65
名
で
新
年

度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。　
（
記
＝
佐
藤　

淳
）

第68回

　

新
年
度
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
総
会
は
、
原
副
部
長
が
司
会
を
務
め
て
安

江
理
事
の
開
会
宣
言
、
乾
部
長
の
挨
拶
で
総
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
中
司
哲
雄
北
海
道
議
会
議
員
、

中
標
津
町 

菅
野
三
夫
経
済
部
長
、
髙
橋
勝
義

組
合
長
、
根
室
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
北
根

室
支
所 
平
林
清
美
支
所
長
、
藤
田
登
美
子
女

性
部
部
長
、
根
室
地
区
青
協 

久
保
拡
伸
副
会

長
、
中
標
津
青
年
会
議
所 

上
原
成
二
理
事
長
、

中
林
誠
司
副
理
事
長
、
中
標
津
町
商
工
会
青
年

部 

菊
地
憲
一
郎
部
長
に
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
当
幌
支
部 
筒
井 

辰
也
氏
が
選
出

さ
れ
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
ま
で
執

行
部
よ
り
説
明
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
40

　

４
月
21
日
、
根
室
地
区
農
協
青
年
部
連
絡
協

議
会 

第
65
回
通
常
総
会
が
根
室
農
業
会
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
前
に
行
わ
れ
た
研

修
会
で
は
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
総
合
企
画
部
共

通
広
報
課 

土
屋 

慶
年
主
幹
よ
り
、
Ｊ
Ａ
北
海

道
大
会
決
議
の
実
践
に
つ
い
て
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
中
司 

哲
雄 

道
議
会
議
員
、

西
田
尚 

根
室
地
区

青
協
参
与
よ
り
来
賓

祝
辞
を
い
た
だ
き
議

事
へ
と
入
り
ま
し

た
。
議
長
に
は
中
標

津
町
農
協
副
部
長
の

原
建
治
氏
が
選
ば

れ
、
平
成
27
年
度
事

業
報
告
及
び
収
支
決

算
、
平
成
28
年
度
事

根室地区農協青年部連絡協議会

小出信彦氏

報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満
場一致で承認され、平成28年度をスタートしました。

筒井辰也氏

第65回 通常総会

議長を務めた
原副部長

西田尚
根室地区青協参与

青年部通常総会

平成28年度 中標津町農業協同組合青年部役員（任期2年）

■部　長  遠藤　洋志(俣　　落）
■副部長  原　　建治(俣　　落）舟橋　祐太(武佐俵橋）纓坂　晃史(当　幌）
■監　事  佐藤　克幸(武佐俵橋）国見　隆一(開　　陽）小川　竜樹(当　幌）
■理　事  安達　敏博(武佐俵橋）髙橋　春樹(開　　陽）小田　将志(俣　落）
■顧　問  乾　　元樹(武佐俵橋）

　

新
年
度
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
の
開
催
と
な
り
ま

　

新
年
度
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
の
開
催
と
な
り
ま

　

新
年
度
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
の
開
催
と
な
り
ま

　

新
年
度
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
の
開
催
と
な
り
ま

報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満報告及び収支決算報告、平成28年度事業計画及び収支予算案など、全ての協議事項について満

通常総会通常総会通常総会通常総会通常総会

役員による報告

来賓挨拶 中司道議

乾部長挨拶

MVP賞 40才表彰

新入部員 佐藤恵悟氏

綱領朗唱
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総
会
前
に
行
わ
れ
る
研
修
会
で
は
、
昨
年
の
11
月
に
行
わ
れ

た
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
に
て
決
議
さ
れ
た
内
容
の
実
践
状
況
や
、

５
５
０
万
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
に
係
わ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

用
ア
プ
リ
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
65
回
定
期
総
会
で
は
前
年
度
の
決
算
状
況
か
ら
今
年
度
の

事
業
計
画
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
特
別
決
議

（
案
）
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、
「
夢
の
あ
る
農
業
へ
！
」
、
年
間
活
動
テ
ー
マ

は
「
未
来
に
誇
れ
る
農

業
」
と
し
て
１
年
間
活

動
し
て
行
き
ま
す
。
ま

た
、
役
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
下
記
の
よ
う
に

決
定
し
ま
し
た
。

（
記
＝
佐
藤
　
淳
）

Ｊ
Ａ
北
海
道
青
年
部
研
修
会
お
よ
び

第
65
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
青
年
部
協
議
会
定
期
総
会

業
計
画
及
び
平

成
28
年
度
収
支

予
算
案
、
会
費

の
徴
収
方
法
案
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
道
民

５
５
０
万
人
と

と
も
に
乗
り
越

え
る
特
別
決
議

（
案
）、
指
定
団

体
制
度
の
機
能

を
維
持
す
る
特

別
決
議
（
案
）、

役
員
の
改
選
に

つ
い
て
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
新
役
員
は
一
年
間
の
任
期
で
活

動
し
ま
す
。

●
会　

長　

久
保　

拡
伸
氏
（
計
根
別
）

●
副
会
長　

田
中　

将
彦
氏
（
道
東
あ
さ
ひ
）

　
　
　
　
　

乾　
　

元
樹
氏
（
中
標
津
）

●
監　

事　

兼
松　

真
武
氏
（
中
春
別
）

　
　
　
　
　

小
杉　

地
平
氏
（
道
東
あ
さ
ひ
）

（
記
＝
佐
藤　

淳
）

看板コンクール表彰

■会　長  渡辺　基樹 氏（ようてい）
■副会長  (米）　神馬　　悟 氏（なんぽろ）
　　　  　(畑青）今野　邦仁 氏（北ひびき）
　　　  　(酪畜）安達　永補 氏（しべつ）
■監　事  長坂　幸弥 氏（オロロン）竹原宏太郎 氏（つべつ）

新役員

　
平成

28年４月５日にＪＡ北海道青年部研修会並びに、ＪＡ道青協第

65回

定期総会がホテルモントレエーデルホフ札幌にて開催され、全道各地より約３８０名の盟友が集い、当農協からは遠藤部長が参加しました。

開会宣言

齋藤道会長

遠藤部長

ガンバロー三唱

ガンバロー三唱

新役員



熟年会

〈一日目〉　

４
月
17
日
、
９
時
20
分
中
標
津
空
港
を

出
発
、
札
幌
を
経
由
し
伊
丹
空
港
に
到

着
、
観
光
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
最
初
の
目

的
地
で
あ
る
、
日
本
最
初
の
世
界
文
化
遺

産
・
国
宝
の
姫
路
城
へ
と
向
か
い
ま
し

た
。
姫
路
城
は
シ
ラ
サ
ギ
が
羽
を
広
げ
た

よ
う
な
姿
か
ら
別
名 
白
鷺
城
と
も
言
わ

れ
、
白
漆
喰
総
塗
籠
造
り
（
し
ろ
し
っ
く
い

そ
う
ぬ
り
ご
め
づ
く
り
）
の
城
壁
や
五
層
七
階

の
大
天
守
は
白
く
化
粧
さ
れ
優
美
な
姿
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。
早
速
、
城
を
バ
ッ
ク

に
記
念
撮
影
、
そ
の
後
、
広
い
城
内
を
天

守
閣
目
指
し
散
策
し
ま
し
た
。

　

宿
泊
地
は
有
馬
温
泉
。
豊
臣
秀
吉
ゆ
か

り
の
温
泉
地
で
太
閤
の
湯
（
金
泉
）
な

ど
、
１
４
０
０
年
の
歴
史
が
あ
り
、
関
西

の
奥
座
敷
と
言
わ
れ
て
い
る
銘
泉
に
一

泊
。
参
加
者
は
赤
褐
色
の
金
泉
で
疲
れ
を

癒
や
し
、
有
馬
温
泉
の
も
て
な
し
に
満
足

し
て
い
ま
し
た
。

〈二日目〉　

４
月
18
日
、
８
時
30
分
に
京
都
観
光
へ

出
発
。
東
寺
到
着
後
、
五
重
の
塔
と
国
宝

の
金
堂
・
講
堂
の
仏
像
を
見
学
。
次
い
で

世
界
遺
産
の
二
条
城
・
二
の
丸
御
殿
に
入

り
、
う
ぐ
い
す
張
り
の
廊
下
を
歩
き
御
殿

内
を
見
学
。

　

午
後
か
ら
世
界
遺
産
銀
閣
寺
を
訪
問
。

銀
色
で
は
な
く
木
目
調
の
観
音
堂
を
散

策
。
次
い
で
清
水
寺
到
着
後
、
参
道
に

沿
っ
て
五
条
坂
・
土
産
物
店
の
並
ぶ
清
水

坂
を
登
り
仁
王
門
を
く
ぐ
り
、
境
内
を
登

り
続
け
清
水
の
舞
台
に
到
着
。
参
加
者
は

息
を
切
ら
し
な
が
ら
登
り
切
り
、
京
都
市

内
や
遠
大
な
風
景
を
見
な
が
ら
一
息
つ
い

て
い
ま
し
た
。
こ
の
夜
、
歩
き
疲
れ
た
の

か
、
参
加
者
は
夕
食
後
、
早
々
に
就
寝
し

て
お
り
ま
し
た
。

〈三日目〉　

４
月
19
日
、
９
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
。

保
津
川
下
り
の
出
発
地
、
亀
岡
へ
到
着

し
、
乗
船
後
全
員
救
命
ベ
ル
ト
を
着
け
川

下
り
開
始
。
船
頭
の
ガ
イ
ド
を
聞
き
な
が

ら
峡
谷
の
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。
難
所

の
急
流
を
何
度
も
通
り
抜
け
、
水
し
ぶ
き

を
か
ぶ
り
な
が
ら
１
時
間
30
分
か
け
て
嵐

山
に
無
事
到
着
。

　
熟年会春期旅行が４月

17日から４月

21日

まで姫路城・京都府内五日間の旅に会員

24

名が参加し開催されました。目的地の姫路
城・京都の歴史遺産とその周辺の景観に期

待して出発しました。

春
期
旅
行

姫
路
城・京
都
府
内
五
日
間
の
旅

平等院にて

姫路城
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昼
食
後
、
嵐
山
を
散
策
。
桜
や
紅
葉
の

名
所
で
す
が
、
桜
が
散
っ
た
ば
か
り
で
渡

月
橋
と
竹
林
の
遊
歩
道
を
散
策
し
古
都
京

都
の
風
情
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
人

力
車
で
散
策
す
る
参
加
者
も
多
数
見
ら
れ

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

14
時
30
分
頃
、
世
界
遺
産
金
閣
寺
到

着
。
室
町
幕
府
三
代
将
軍
・
足
利
義
満
に

よ
り
建
立
さ
れ
た
金
色
に
輝
く
金
閣
寺
舎

利
殿
を
遊
歩
道
沿
い
に
見
学
。
周
囲
の
池

や
樹
木
に
溶
け
込
ん
だ
光
景
は
、
荘
厳
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
京
都
の
台
所

と
言
わ
れ
る
錦
市
場
を
見
学
。
ホ
テ
ル
で

の
夕
食
は
、
南
禅
寺
順
正
の
名
物
・
湯
豆

腐
と
京
会
席
料
理
を
味
わ
い
舌
鼓
を
打
ち

ま
し
た
。

〈四日目〉　

４
月
20
日
、
８
時
30
分
に
ホ
テ
ル
を
出

発
し
、
国
宝
三
十
三
間
堂
を
見
学
。
仏
像

を
納
め
た
仏
堂
で
、
中
央
の
中
尊
を
中
心

に
左
右
５
０
０
体
の
仏
像
が
並
び
、
合

計
１
，０
０
１
体
あ
り
、
自
分
の
顔
に
激

似
の
仏
像
に
出
会
え
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
平
等
院
へ
と
移
動
。

１
０
５
２
年
関
白
・
藤
原
頼
道
に
よ
り
建

立
さ
れ
、
朱
色
に
塗
ら
れ
た
建
物
は
際

だ
っ
た
美
し
さ
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
咲
き
始
め
た
藤
の
花
な
ど
庭
園
を

散
歩
し
た
り
、
凰
翔
館
に
展
示
さ
れ
た
宝

物
類
を
見
学
。
昼
食
後
、
高
速
道
路
を
乗

り
継
ぎ
、
15
時
に
天
橋
立
へ
到
着
。
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
で
山
上
に
あ
る
傘
松
公
園
へ
登

り
、
日
本
三
景
の
絶
景
を
楽
し
み
全
員
で

記
念
撮
影
。
天
気
も
良
く
晴
れ
、
青
い
海

と
一
筋
の
松
林
が
見
渡
せ
る
絶
好
の
日

和
。
股
の
間
か
ら
の
ぞ
く
景
色
は
、
海
と

空
が
逆
に
な
り
、
天
に
架
か
る
橋
の
よ
う

に
見
え
る
と
言
う
ス
ポ
ッ
ト
で
「
股
の
ぞ

き
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

宿
泊
ホ
テ
ル
到
着
後
は
夕
食
ま
で
時
間

が
あ
り
、
天
橋
立
遊
歩
道
の
松
林
を
散
策

し
ま
し
た
。
夕
食
は
地
元
の
旬
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
を
味
わ
い
、
カ
ラ
オ
ケ
や
隠

し
芸
な
ど
最
後
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

〈五日目〉　

４
月
21
日
最
終
日
、
９
時
に
ホ
テ
ル
を

出
発
。
高
速
道
を
乗
り
継
ぎ
姫
路
経
由
で

大
阪
へ
。
休
憩
を
取
り
な
が
ら
伊
丹
空
港

に
到
着
。
13
時
50
分
の
航
空
便
に
乗
り
札

幌
を
経
由
し
17
時
25
分
中
標
津
空
港
に
無

事
到
着
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
旅
行
で
は
最
終
日
に
天
候
が
崩

れ
ま
し
た
が
、
観
光
予
定
の
四
日
間
と
も

晴
天
に
恵
ま
れ
、
京
都
の
歴
史
遺
産
に
触

れ
、
天
橋
立
の
す
ば
ら
し
い
景
色
も
見
ら

れ
て
最
高
の
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
も
皆
元
気
で
良
い
旅
と
な

り
ま
し
た
。

（
記
＝
高
東　

邦
男
）

金閣寺

銀閣寺 銀沙灘

股のぞきに挑戦 竹林天橋立

保津川くだり

嵐山 人力車
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Crossword Puzzle

出題／ニコリ夢広がる
クロスワード

第１回  理　事　会
開催月日　平成28年４月18日
開催場所　農協中会議室  　 

決
議
事
項

１
．
法
人
税
等
調
整
額
の
計
上
に
伴
う
税
効
果
積
立
金
の
取

崩
に
つ
い
て

２
．
第
69
回
通
常
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

３
．
第
69
回
通
常
総
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

４
．
平
成
27
年
度
決
算
及
び
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

５
．
株
式
会
社
（
農
業
生
産
法
人
）
の
設
立
発
起
人
に
な
る

こ
と
及
び
出
資
に
つ
い
て 

６
．
肉
牛
生
産
セ
ン
タ
ー
事
業
の
全
部
譲
渡
に
つ
い
て

７
．
総
会
提
出
決
算
関
係
書
類
へ
の
監
事
へ
の
提
出
に
つ
い

て 

８
．
補
欠
専
任
役
員
候
補
者
に
つ
い
て

９
．
信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

10
．
特
定
個
人
情
報
取
扱
規
程
及
び
従
業
員
個
人
情
報
取
扱

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

11
．
平
成
28
年
度
余
裕
金
の
運
用
方
針
及
び
預
入
先
の
決
定

に
つ
い
て

12
．
資
産
査
定
に
つ
い
て

13
．
各
種
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

14
．
平
成
28
年
度
中
標
津
町
農
協
総
合
共
進
会
・
第
７
回
牛

祭
り
に
つ
い
て

15
．
平
成
28
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施
計
画
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
平
成
27
年
度
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い

て

２
．
平
成
27
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施
報
告
に
つ
い
て 

３
．
平
成
28
年
度
３
月
末
組
勘
状
況
及
び
四
半
期
報
告
に
つ

い
て

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

①アサガオの芽が出て──が開いた
③牛や豚、羊、ヤギなど
⑤液体が気体に変わること
⑥名画『叫び』を描いた画家
⑦枝に似た形の虫
⑨五七五七七などの形式で作られます
⑪──を尽くして天命を待つ
⑬力士が土俵にまくもの
⑮腕や手首に機器を付けて測ります
⑰鳥を使う伝統的な漁法
⑲生き腐れするといわれるほど傷みやすい魚
⑳花が開く一歩手前の状態
㉑千葉県にある──国際空港

①こいのぼりと一緒に泳ぎます
②──漬けは福岡県、熊本県の名産品
③アルミ、スチールに分けてリサイクル
④魚のすり身を棒に巻き付けて焼きます
⑥デリカシーがありません
⑧白や紫の花が房になって下がります
⑩アヤメに似た花が咲きます
⑫名を捨てて──を取る
⑭懸賞の──はがきを書いた
⑯潮干狩りで採れる貝の代表格
⑱くしやブラシでとかすもの

二重マスの文字を
A〜

Ｅ
の順に

並べてできる言葉は何でしょうか？

４
．
平
成
27
年
度
３
月
末
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
稼
働
実
績
に
つ
い

て

５
．
平
成
27
年
度
３
月
末
農
業
・
農
村
交
流
施
設
稼
働
実
績
に
つ

い
て

６
．
平
成
27
年
度
３
月
末
人
工
授
精
事
業
実
績
に
つ
い
て

７
．
平
成
27
年
度
生
乳
生
産
実
績
と
乳
質
結
果
に
つ
い
て

８
．
平
成
27
年
度
乳
質
改
善
共
励
会
の
結
果
に
つ
い
て

９
．
販
売
事
業
の
概
要
に
つ
い
て 

10
．
購
買
未
収
金
の
回
収
状
況
に
つ
い
て　４月号の当選者は５名です。応募者多数の為、抽選

とさせて頂きました。当選者の発表は景品の発送を
もって代えさせていただきます。おめでとうございます。
応募される際にはひとことコメントを添えて応募いた
だけますようお願い申し上げます。

４月号クロス
ワードの解答『サクラソウ』
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Crossword Puzzle

出題／ニコリ夢広がる
クロスワード

第１回  理　事　会
開催月日　平成28年４月18日
開催場所　農協中会議室  　 

決
議
事
項

１
．
法
人
税
等
調
整
額
の
計
上
に
伴
う
税
効
果
積
立
金
の
取

崩
に
つ
い
て

２
．
第
69
回
通
常
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

３
．
第
69
回
通
常
総
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

４
．
平
成
27
年
度
決
算
及
び
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

５
．
株
式
会
社
（
農
業
生
産
法
人
）
の
設
立
発
起
人
に
な
る

こ
と
及
び
出
資
に
つ
い
て 

６
．
肉
牛
生
産
セ
ン
タ
ー
事
業
の
全
部
譲
渡
に
つ
い
て

７
．
総
会
提
出
決
算
関
係
書
類
へ
の
監
事
へ
の
提
出
に
つ
い

て 

８
．
補
欠
専
任
役
員
候
補
者
に
つ
い
て

９
．
信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

10
．
特
定
個
人
情
報
取
扱
規
程
及
び
従
業
員
個
人
情
報
取
扱

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

11
．
平
成
28
年
度
余
裕
金
の
運
用
方
針
及
び
預
入
先
の
決
定

に
つ
い
て

12
．
資
産
査
定
に
つ
い
て

13
．
各
種
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

14
．
平
成
28
年
度
中
標
津
町
農
協
総
合
共
進
会
・
第
７
回
牛

祭
り
に
つ
い
て

15
．
平
成
28
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施
計
画
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
平
成
27
年
度
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い

て

２
．
平
成
27
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施
報
告
に
つ
い
て 

３
．
平
成
28
年
度
３
月
末
組
勘
状
況
及
び
四
半
期
報
告
に
つ

い
て

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

①アサガオの芽が出て──が開いた
③牛や豚、羊、ヤギなど
⑤液体が気体に変わること
⑥名画『叫び』を描いた画家
⑦枝に似た形の虫
⑨五七五七七などの形式で作られます
⑪──を尽くして天命を待つ
⑬力士が土俵にまくもの
⑮腕や手首に機器を付けて測ります
⑰鳥を使う伝統的な漁法
⑲生き腐れするといわれるほど傷みやすい魚
⑳花が開く一歩手前の状態
㉑千葉県にある──国際空港

①こいのぼりと一緒に泳ぎます
②──漬けは福岡県、熊本県の名産品
③アルミ、スチールに分けてリサイクル
④魚のすり身を棒に巻き付けて焼きます
⑥デリカシーがありません
⑧白や紫の花が房になって下がります
⑩アヤメに似た花が咲きます
⑫名を捨てて──を取る
⑭懸賞の──はがきを書いた
⑯潮干狩りで採れる貝の代表格
⑱くしやブラシでとかすもの

二重マスの文字を
A〜

Ｅ
の順に

並べてできる言葉は何でしょうか？

４
．
平
成
27
年
度
３
月
末
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
稼
働
実
績
に
つ
い

て

５
．
平
成
27
年
度
３
月
末
農
業
・
農
村
交
流
施
設
稼
働
実
績
に
つ

い
て

６
．
平
成
27
年
度
３
月
末
人
工
授
精
事
業
実
績
に
つ
い
て

７
．
平
成
27
年
度
生
乳
生
産
実
績
と
乳
質
結
果
に
つ
い
て

８
．
平
成
27
年
度
乳
質
改
善
共
励
会
の
結
果
に
つ
い
て

９
．
販
売
事
業
の
概
要
に
つ
い
て 

10
．
購
買
未
収
金
の
回
収
状
況
に
つ
い
て

● 九州熊本から竹の子が届き、春の味を楽しんだ数日後、今回の地震が発生
し驚きました。竹の子を送ってくれた彼女の安否を心配していましたが、無事でいることが確認できて安心しました。現地では未だ余震が続いていま

す。ただただ今は余震が収まることを願うばかりです。そして自分に出来る支援をしたいと強く思っています。

 

▼
Ｐ
Ｎ
／
コ
ス
モ
ス

● 季節の変わり目で、体調がすぐれない人はいませんか？

　
昨年は何度も風邪

を引き、自分の体力の無さにがっかりしました。これから忙しくなるので、元気でいなければね。基本の手洗い、バランスの良い食事、質の良い睡眠ですが、なかなか大変です。

▼
Ｐ
Ｎ
／
嫁
ち
ゃ
ん

● やっと春らしい季節になりましたね。もう少ししたら、外仕事も忙しくなりますが、今は毎日テレビニュースから目が離せません。九州で相次いだ震度６強の地震で、新聞記事もその情報ばかり続いていますよね。突然の出来事で、自然の力には誰にも……。
　「予知」出来ませんよね。

　

 

▼
Ｐ
Ｎ
／
花

● 平成

28年熊本地震、日本は本当に地震

列島なのですね。山口県の友人と「明日は我が身だね〜」と話しました。
我々、酪農家は牛がいるので…、いったいどうするのか〜。犬も猫もいるしなぁ〜。とりあえずは煮炊きできるように考えるとか色々考えるけど、まずは家族の命の確保だね〜。

　

 熊本の皆様、九州の皆様、お見舞い申し上げます。本当、自分に出来る事は何だろうと考える日々です。

▼
Ｐ
Ｎ
／
楓
風

　
　

● ＪＡ広報紙の楽しくクッキングでポイントが丁寧に書かれていてありがたいです。自分も野菜作りをするので、大切にファイルしています。畑にもうすく緑色が見えだしているし、早春のニンニク、アサツキ、いちごの若葉を見て元気が出ます。

　　　

  

▼
Ｐ
Ｎ
／
Ｋ
．
Ｍ

今月のあなたの運勢

５月

モナ・カサンドラ
3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　 　プライベートの充
実に力を注ぐと、手応えを
感じられる月。趣味や習い
事など、好きなことを満喫
してみて
　　 　スポーツに最適。ス
ムーズに上達しそう
　　　　　　　  ジャガイモ

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　 　積極性アップ。やっ
てみたいことがあれば、ど
んどんチャレンジを。ハイ
キングなど、アウトドアレ
ジャーも吉
　　 　新陳代謝の活性化
で、より元気モードに
　　　　　　　  コゴミ

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　 　保留になっていた
事柄を再開するなど、攻め
の姿勢で動いてみて。ポジ
ティブな発想が幸運を呼
ぶ鍵
　　 　リラックスすること
で体調に好変化が
　　　　　　　  モズク

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　 　後ろ向きに考えや
すい暗示。暗い顔は運を
下げるもとなので、意識的
に明るく振る舞って。ヒー
リンググッズも◎
　　 　口コミに注目を。ベ
ストな健康情報あり
　　　　　　　  蜂蜜

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　 　注意力が散漫にな
る時期。慣れている作業で
ミスを連発しないよう、気
を付けて。つきを招くには
寝室の清掃を
　　 　硬い筋肉をほぐし、
血行促進を心掛けて
　　　　　　　  キクラゲ

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　 　対人運が華やぐ予
感。誰とでも簡単に意気投
合でき、人脈を広げられそ
う。メールやSNSでの交
流もラッキー
　　 　プレッシャーを感じ
るとき。適度に発散を
　　　　　　　  トリガイ

6/22～7/22
蟹座

7/23～8/22
獅子座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　 　知的好奇心を刺激
されやすく、いろいろなこと
に興味を抱きそう。共通の
趣味を持つ仲間たちとの交
流もグッド
　　 　睡眠不足解消など、
基本健康法の徹底を
　　　　　　　 ノビル

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　 　思うようにならな
い出来事が増えるかも。い
らいらせず、ゆったり構え
ること。陶芸や盆栽に挑戦
すると開運に
　　 　アクティブに過ごせ
ば、体調が上向く月
　　　　　　　  しらす

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　 　神経質になり細部
が気になりがち。持ち前の
おおらかさを忘れずに。心
を和ませるには植物に触
れるのがベスト
　　 　少しでも疲労を感じ
たら、すぐに休養を
　　　　　　　  ゴボウ

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　 　楽しいことに縁が
あります。イベントや祭り
など、自ら自主的に参加す
るのが正解。リーダー役に
も適性は十分
　　 　乱れた生活リズムを
正せば、運気好転へ
　　　　　　　  メロン

5/21～6/21
双子座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　 　協調精神を大切に、
笑顔で思いやりを発揮し
たい期間です。気晴らしに
はミュージカルやオペラ鑑
賞がお勧め
　　 　うっかりしがち。小
さなけがに注意して
　　　　　　　  イチゴ

10/24～11/22
蠍座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　 　いろいろな分野に
興味を持つものの、どれも
長続きしにくいよう。何か
一つのことに集中するの
が成功の秘訣（ひけつ）
　　 　暴飲暴食になりやす
いので自重が大事
　　　　　　　  イサキ

読
者
の
声
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Rotterdam

Rookies  College 

1010

ルーキーズカレッジ
Vol.

2

　

今
回
、
ル
ー
キ
ー
ズ
カ
レ
ッ

ジ
の
勉
強
の
一
環
と
し
て
海
外

研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
オ

ラ
ン
ダ
は
国
土
の
約
20
％
が
水

面
、
も
し
く
は
海
抜
０
ｍ
以
下

で
と
て
も
水
と
関
わ
り
が
深
い

場
所
で
し
た
。

　

Ｖ
ａ
ｎ 

Ｄ
ｒ
ｏ
ｐ
牧
場
は
１
９
８
３

年
か
ら
経
営
を
し
て
お
り
、
２
０
１
１

年
１
月
に
現
在
の
牛
舎
を
新
築
し
、
当

初
の
搾
乳
頭
数
は
１
２
５
頭
、
育
成
牛

１
２
０
頭
で
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
全
飼
養
頭
数
が
４
２
０
頭
、
搾
乳
頭
数

が
２
４
０
頭
に
増
加
し
て
い
て
、
現
在

２
６
０
０
ｔ
の
牛
乳
を
出
荷
し
て
い
る

が
、
将
来
３
０
０
０
ｔ
の
出
荷
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｌ
Ｙ
社
の
ア
ス
ト
ロ

ノ
ー
ト
４
台
を
稼
働
さ
せ
搾
乳
し
て
お

り
、
一
頭
の
平
均
乳
量
は
32
㎏
で
し
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
導
入
当
初
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
合

う
乳
房
の
形
を
し
た
牛
の
種
を
選
定
し
て

い
た
が
、
現
在
は
乳
脂
肪

以
外
ほ
ぼ
気
に
し
て
い
な

い
そ
う
で
す
。
長
命
連
産

性
に
重
点
を
置
き
、
牛
群

更
新
率
10
〜
15
％
程
度
で

現
在
は
落
ち
着
い
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本
の
牛

に
比
べ
、
気
性
に
お
い
て

か
な
り
の
違
い
が
あ
り
、

牛
舎
内
に
我
々
が
侵
入
し

て
も
、
牛
達
に
動
揺
の
色

は
見
ら
れ
な
く
、
む
し
ろ

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
服

を
噛
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ベ
ッ
ド
自
体
に
敷
料
は
あ
ま
り
入
れ
て

お
ら
ず
、
常
に
Ｌ
Ｅ
Ｌ
Ｙ
社
の
デ
ィ
ス
カ

バ
リ
ー
が
除
糞
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
牛

自
体
に
大
き
な
汚
れ
は
見
当
た
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
よ
っ
て
引

き
延
ば
さ
れ
た
糞
は
牛
舎
内
の
溝
に
入

り
、
牛
舎
内
の
下
に
あ
る
巨
大
な
ス
ラ

リ
ー
タ
ン
ク
へ
と
集
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
発
酵
を
行
い
、
完
熟
ス
ラ

リ
ー
へ
と
変
貌
を
遂
げ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
働

き
に
よ
っ
て
、
牛
群
全

体
の
蹄
病
は
少
な
く
、

乾
乳
期
に
上
が
る
と
き

に
一
度
削
蹄
を
行
う
だ

け
だ
そ
う
で
す
。

　

牛
達
と
道
路
を
隔
て

る
柵
は
無
く
、
水
路
を

牧
柵
代
わ
り
と
し
て
利

用
し
て
い
ま
し
た
。
オ

オランダ・ドイツ海外研修報告
　平成27年11月３日から11日にかけて行われ
ましたルーキーズカレッジ第６期生の海外研修
の報告を致します。第２回目は11月５日に視
察した、オランダ Van Drop牧場について報
告します。

オランダ ロッテルダム  
Van Drop牧場
第6期生 佐藤　恵悟さん

ラ
ン
ダ
の
草
地
の
横
に
は
必
ず
水
路
が
あ

り
、
彼
ら
は
ス
ラ
リ
ー
を
地
中
散
布
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ラ
リ
ー
が
水
路
に
流

れ
込
む
の
を
防
い
で
い
ま
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
農
家
は
水
質
汚
染
に
関
し

て
は
、
抜
き
ん
出
て
厳
し
い
国
に
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
近
い
将
来
、
我
々

も
水
質
汚
染
や
土
壌
汚
染
で
問
題
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
次
の
世
代
に
汚
染
さ

れ
た
土
地
を
引
き
継
い
で
も
ら
う
よ
り

も
、
今
か
ら
我
々
が
出
来
る
こ
と
を
行

い
、
よ

り
良
い

日
本
を

築
き
あ

げ
て
い

く
必
要

が
あ
る

と
強
く

感
じ
ま

し
た
。

すぐそばには水路

ルンバのような「DISCOVERY」

日本でもおなじみとなったＪＵＮＯ

スリットから押し
出されたスラリー
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■発酵処理施設（堆肥、スラリー等）は、破損や流出が無いか確認する。
■ 床をコンクリートなどの不浸透性材料で築造し（汚水が浸透しないもの）、屋根等で覆い、
及び側壁を設ける（ふん尿の飛散・流出防止）
■ この時期のほ場は水分を多く含んでいるため、堆肥等を散布する場合は、地形や河川に通じ
る水の流れなどに十分留意すること。
　また、雪上への散布は流出の原因になりますのでやめましょう。

●●●●●●●●●●●●●●●●●

融雪のこの時期 大丈夫ですか

家畜排せつ物の適正処理のポイント

家畜排せつ物の管理の適正化及び
利用の促進に関する法律（要約）

家畜ふん尿処理！

　畜産農家から出る家畜ふん尿の管理基準の設定と利
用の促進を図ることにより、有害物質の地下浸透など
生活環境への悪影響を防止するための法律。
　知事は、家畜排せつ物の適正な管理を確保するため
必要があると認めるときは、畜産業を営む者に対して、
必要な指導及び助言、違反に対する勧告や措置命令、
報告徴収、立入検査をすることができます。
　指導・勧告が守られない時には罰金（50万円
以下）が科せられます。

中標津町家畜排せつ物管理適正化指導チーム
【事務局：役場農林課畜産係73-3111（373）】

ふん尿成分を
河川に流出

させないで…（泣）

もぉ～！ふん尿も、
貴重な資源だよぉ！
川や海の魚も貴重な
資源だよぉ！

必要な指導及び助言、違反に対する勧告や措置命令、
ふん尿成分を
河川に流出

させないで…（泣）

もぉ～！ふん尿も、
貴重な資源だよぉ！
川や海の魚も貴重な
資源だよぉ！

　家畜ふん尿の管理は『家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律』
　　　　　で規制されています。管理施設の破損等による流出等の恐れがないかを

今一度、確認してください！

　この時期、融雪・大雨等により家畜ふん尿やれき汁の流出、河川へ
流入など、事故がおこりやすくなりますので、家畜排せつ物の適正な
管理について、より一層注意が必要です。
　畜産業を営む方は、堆肥舎、尿溜、スラリーストアなどの自己点検
を行い、適正な家畜排せつ物の管理に努めましょう。

融雪期や
大雨には
特に注意!!
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１　放牧草に馴致させましょう！ 
　この時期は牛を放牧草に慣らす大切な時期で
す。１日２～３時間の馴らし放牧からはじめましょ
う。そうすることで、ルーメン内の微生物が放牧草
に適応する間を稼ぐことが出来ます。馴致を行うこ
とで、その後の放牧草の採食や乳量が安定します（図
１）。また馴致は畜舎の出入りや外気温に牛を慣らす
意味もあります。

２　併給飼料も忘れずに！
　馴らし期間中はまだ草量が不足しています。畜舎
に牛を戻す際は、いつもより肋の張りを観察しましょ
う（図２）。もし肋の張りが不十分な場合は草架など
で粗飼料を与える、早めに牛を畜舎に戻して中で粗
飼料を給与する、パルプのような併給飼料を与える
ことも必要となります。

３　水は飲めていますか？ 
　牛が放牧草を腹一杯食べるためには、水が必要で
す。牛は放牧地で１日60～70ℓの水を飲みます（図３）。
畜舎に牛を入れた時、牛が真っ先にウォーターカッ

　５月に入り既に放牧を開始された方も多いかと思います。半年ぶりの放牧で、人にも牛にも大きく飼養環
境が変化します。この管理の変わり目をスムーズに乗り切って、本格的な放牧時期に備えましょう！

プの水を大量に飲む場合は放牧地での水不足の可能
性が高いです。「給水車を使用している場合、据え置
きの水槽と違い、タンク内の水しか給水出来ません。
小まめに給水車を利用して水を補給しましょう（写真
１）。また据え置きの水槽を使用している場合は、ど
の牧区からも牛がアクセスしやすいところに設置す
ることが望ましいです。

４　牛道の準備は進んでいますか？
　牛道は牛の毎日
の通り道です。悪
天候でもぬかるま
ず、歩きやすいよ
うにきちんと整備
しましょう（図４）。

　舎飼期から放牧
期へスムーズに移
行して、本格的な
６月の放牧期をむ
かえましょう。

根室農業改良
普及センター

普及の窓

不明な点は、お気軽に普及センターへ
お問い合わせ下さい。（☎0153-72-2163）

詳しくはホームページで 根室振興局  普及センター 

スムーズに放牧期を
むかえましょう！

図
２　

肋
の
張
り
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

図１　馴致の効果について（新得畜試1987）

馴致採食量

馴致乳量

舎飼期
時期

馴致期（日）
0～4

20

15

10

5

0

32

27

22

171～5 6～10 11～155～9
放牧期（日）

非馴致乳量

放牧草採食量（Ｄ
Ｍ

㎏

／頭

／日
）

実乳量（

㎏

／頭

／日
）

非馴致採食量 馴致をおこなった場合の乳量

馴致をしなかっ
た場合の乳量

飲水量（

ℓ
／頭

・日
）

日中放牧
80

70

60

50

40

30

20

10

0
5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

昼夜放牧
多い時で60～70ℓ水を飲みます

牛の左腹（肋骨の終わりから腰角までの間の凹み）
が充分に張っているか確認しましょう！

かまぼこ型に土を盛り、
てっぺんを高くする

両脇に排水溝を作り、
水はけを良くする

写
真
１　

小
ま
め
な
水
の
補
給
を

図４　牛道の整備

図３　放牧地の飲水量（上川農試天北支場2006）
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♥耳標がついていると…
　●こんなふうにつけてもGood

★ 出生・死亡・転出（預託）・転入（預託戻り）報告が
出ているか？

★ どこで生まれた、誰のウシだったのか？…など、
　いろいろ分かる!!

♥耳標がきれいだと…
♥耳標がわかれば……

　●こんなことを書いてもGood

家畜改良課に相談だ。

　いよいよ春です♥今年も、ワクチン接種のシーズンが到来しました！
　みなさんのウシには、ちゃんと両耳ともに耳標がついていますか??
　耳標はウシの『名札』です！耳標がないと『このウシは、誰!?』
なんてことに…　農家さんはもちろん、獣医さんも、授精師も耳標が頼り
ですからこの機会に再発行して、耳標がないウシを0ゼロにしましょう!!

耳標ついてますか!?

1312312345

1312312345

1185
24.5.14シャウト

JP13123

12345

JP13123

12345

1312312345

1312312345

1185
24.5.14シャウト

JP13123

12345

JP13123

12345

1312312345

1312312345

118524.5.14
シャウト

JP13123

12345

JP13123

12345

1312312345

1312312345

1185
24.5.14シャウト

JP13123

12345

JP13123

5

1312312345

1312312345

1185
24.5.14シャウト

JP13123

12345

JP13123

12345

★産まれたらすぐ、つけましょう！つけ間違えのないように!!
★ 片耳だけになったら、すぐ再発
行！台帳を人工にFAXするだけ!!

★ 汚れたら、手間を惜しまず、
　きれいにしましょう！

簡単   　して、送るだけ♪簡単   

ウシを探しやすい!!

きちんと耳標をつけて、
日々の飼養管理に
役立てましょう♪

ウシを間違えない!!
ウシを追跡できる!!

母牛番号
生年月日

これって 
何番!?

種牛名

携帯電話・パソコンから、
簡単に調べられます!!

後ろからも、前からもよく見える!

生年月日なども、すぐ分かる!

右 左

NG

個体識別番号 検索

0123456789
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新着情報については、
公式ＨＰ  http://www.ja-nakashibetsu.or.jp
に随時掲載中！
皆さまからの情報提供は、
こちらへ 272-3721

info@ja-nakashibetsu.or.jp

熊
本
地
震

支
援
募
金
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
４
月
14
日
午
後
９
時
26
分

頃
、
熊
本
県
熊
本
地
方
で
発
生
し
た
地

震
は
、
九
州
地
方
で
は
初
の
震
度
７
を

観
測
し
、
そ
の
後
４
月
16
日
に
は
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．３
を
観
測
す
る
な

1取扱店舗
　 全国のJAバンク（JA・信連・農
林中央金庫）の本支店窓口
2義援金名称
　「熊本地震義援金」
　（実施団体：熊本県）
3振込先等
　⑴口座名義
　　熊本地震義援金
　　クマモトジシンギエンキン
　⑵被仕向店
　　熊本市農業協同組合　本店
　⑶貯金種別・口座番号
　　普通貯金　００５２６８７
4取扱期間
　　平成28年６月30日㈭まで
5振込手数料
　　無　　料
　 （店頭窓口受付分に限ります。
ATM振込等の場合、所定の手数
料が発生します。）

ど
、
内
陸
型
地
震
で
は
過
去
に
例
が
な

く
、
家
屋
倒
壊･

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸

断
等
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
、
多
く
の
被
災
者
は
避
難
所
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
当
Ｊ

Ａ
と
し
て
も
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援

す
る
た
め
、
募
金
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
と
致
し
ま
し
た
。
募
金
箱
は
５
月
20

日
迄
、
金
融
窓
口
前
と
本
所
事
務
所
入

口
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
温
か

い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
者
の
皆
様
へ
の
支
援
の

一
助
と
す
る
た
め
、
全
国
の
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
（
Ｊ
Ａ
・
信
連
・
農
林
中
央
金
庫
）

で
は
、
左
記
の
義
援
金
に
つ
い
て
、
振

込
手
数
料
無
料
に
て
受
付
い
た
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

ジュニア ホルスタイン クラブラブラブ 新入会員大募集新入会員新入会員新入会員新入会員新入会員新入会員大募集大募集大募集大募集大募集
酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!酪農について楽しく学ぼう!!

中標津ジュニアホルスタインクラブでは、新入会員を募集中です！
小学４年生（兄姉がいれば、以下でもOK）～高校３年生までの、こども達を対
象に、酪農について学ぶだけでなく、キャンプをしたり、くだもの狩りをしたり…季節
に応じて、いろんな楽しい活動をしています！興味のある方は、お気軽にご連絡下さ
い！同士会員でなくても、大丈夫！たくさんのご応募を、お待ちしています！！

事務局:家畜改良課【桂】
TEL 73-2131 みんなで、たのしく 学ぼう!!

ジジ

中標津ＪＨＣ

2千円年会費
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トラブル回避の基礎知識

国民生活センター相談情報部●上中谷勝子

２皿で完結！ 和のラクうま定食
どんぶりや混ぜご
飯などの「ご飯も
の」に汁ものか副
菜を添えたら完成
する、和の簡単定
食。野菜をしっか
り使うから栄養バ
ランスがいい。忙
しくても1人でも
きちんと食べたい
人に。食材を食べ
切る工夫も満載。

冨田ただすけ 著　定価：本体1,300円＋税

家の光図書 暮らしに役だつヒントがいっぱい!
2016年

５月上旬発売今月の新刊
■お申込み・お問い合わせは■

営農部 経営企画課
72-3721まで

見本が農協事務所に置いてあります
ので、お気軽にお立ち寄り下さい。

光
回
線
の
転
用（
乗
り
換
え
）の
勧
誘
に
ご
注
意
！

　

光
回
線
の
卸
売
り
が
始
ま
り
、
転
用
（
乗
り

換
え
）
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

【事例】

「
今
利
用
し
て
い
る
○
○
○
○
光
の

料
金
が
安
く
な
る
。
光
回
線
は
そ
の
ま
ま
で
、

面
倒
な
手
続
き
は
必
要
な
い
の
で
申
し
込
ま
な

い
か
」
と
電
話
が
あ
り
、
契
約
し
て
い
る
大
手

通
信
会
社
の
光
回
線
の
プ
ラ
ン
変
更
だ
と
思
い
申
し
込
ん
だ
。
し
か
し
数
日
後
に
契

約
書
面
が
届
き
、
見
知
ら
ぬ
業
者
と
光
回
線
を
乗
り
換
え
る
（
転
用
す
る
）
契
約
を

し
た
と
分
か
っ
た
。
す
ぐ
に
契
約
を
元
に
戻
し
た
い
と
申
し
出
た
が
、「
契
約
期
間

は
３
年
で
、
解
約
料
が
掛
か
る
。
元
に
戻
す
に
は
工
事
が
必
要
で
、
電
話
番
号
も
変

わ
る
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
ん
な
説
明
は
聞
い
て
お
ら
ず
納
得
で
き
な
い
。

　

２
０
１
５
年
２
月
１
日
に
大
手
通
信
会
社
が
光
回
線
の
卸
売
り
を
始
め
、
光
回
線

設
備
を
持
た
な
い
業
者
が
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

契
約
者
は
大
手
通
信
会
社
か
ら
取
得
し
た
転
用
承
諾
番
号
を
転
用
先
の
業
者
に
伝
え

る
だ
け
で
、
原
則
工
事
を
す
る
こ
と
な
く
乗
り
換
え
が
で
き
ま
す
。
大
手
通
信
会
社

に
解
約
料
を
払
う
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
な
ど
の
多
く
の
業
者
が
自

社
の
サ
ー
ビ
ス
と
セ
ッ
ト
に
し
て
割
引
料
金
で
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
始
め
て

お
り
、
上
手
に
選
択
す
れ
ば
こ
れ
ま
で
よ
り
安
く
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
勧
誘
に
際
し
て
業
者
名
を
は
っ
き
り
名
乗
ら
な
い
、
光
サ
ー
ビ
ス
の
転

用
だ
と
理
解
さ
せ
な
い
、
解
約
条
件
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

業
者
の
勧
誘
に
問
題
が
あ
る
場
合
に
は
、
問
題
点
を
基
に
交
渉
す
る
こ
と
で
解
約

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
２
０
１
６
年
５
月
21
日
に
施
行
さ
れ
る
改
正
電
気
通

信
事
業
法
で
は
、
新
た
な
利
用
者
保
護
の
規
定
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
契
約
締
結
書
面
受
領
日
な
ど
か
ら
８
日
間

は
、
理
由
を
問
わ
ず
契
約
解
除
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
解
除
に
際

し
て
は
工
事
費
な
ど
の
実
費
負
担
が
必
要
で
す
。
光
回
線
の
転
用
を
す
る
場
合
に

は
、
事
前
に
内
容
を
十
分
確
認
し
て
か
ら
慎
重
に
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
。
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新鮮食材で楽しく
クッキング
料理研究家　波多野充子
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組合動静

行事予定表
2016年４月
１㈮ 農協職員歓送迎会

２㈯ ㈱CDP総会、㈱JYN総会

４㈪ 棚卸精査、第68回青年部通常総会

５㈫ 合同会社アミスター総会

６㈬ ㈱ラフィーク総会、㈱俵橋トラクター総会

11㈪ ルーキーズカレッジ開講式

12㈫ 十勝和牛市場、馬れいしょ講習会

13㈬ 第１回生産委員会、第１回管理購買委員会

14㈭ 第１回営農委員会

15㈮ あるるゴーゴーセール

17㈰ 熟年会春期研修～21日

18㈪ 第１回理事会、乳牛市場

21㈭ 小麦プロジェクト協議会
アルーダオープンフェア～22日

24㈰ あるる天下市

27㈬ 第15回加工部会通常総会

29㈮ あるる肉の日

2016年５月
１㈰

２㈪ 青年部第１回役員会

３㈫ 憲法記念日　花・野菜苗販売開始

４㈬ みどりの日

５㈭ こどもの日

６㈮ 担い手創出協議会総会、乳検組合総会
酪農対策協議会総会

７㈯ グリーンショップ園芸市～８日

８㈰

９㈪ 青色申告会総会

10㈫

11㈬ 第２回理事会、営農役職員研修～13日

12㈭

13㈮ 第３回熟年会役員会

14㈯

15㈰

16㈪

17㈫ 十勝和牛市場

18㈬ 第３回ルーキーズカレッジ、青年部･職員交流会

19㈭ 乳牛市場

20㈮

21㈯

22㈰ 根室地区B&Wショウ

23㈪ 地区別懇談会

24㈫

25㈬ 地区別懇談会

26㈭ 地区別懇談会

27㈮ 地区別懇談会

28㈯ 地区別懇談会

29㈰

30㈪

31㈫

作り方 
❶ タケノコの根に近い側は1.5㎝厚さに４
枚切り、残りは食べやすい大きさに切る。
ナガイモは皮をむき1.5㎝厚さに４枚切る。

　長ネギはナガイモと同じ長さに８本切る。シイタケは石突きを取る。
❷ フライパンを温めごま油を熱し、まずタケノコ、ネギ、シイタケの両面を焼き、
火が通ったらナガイモも加えてさっと焼く。
❸タケノコの上にナガイモ、ネギ2本、シイタケの順に重ねチーズを載せる。
❹ アンチョビをほぐし、しょうゆ、酒、みりん、水と一緒に合わせておき、③
に加えてふたをする（弱火）。
❺ チーズが溶けたら器に盛り付け、お好みでピンクペッパーを振る（さんしょう
や黒こしょう、七味唐辛子などでも代用可能）。

作り方 
❶ 米は30分以上浸水後、水を切る。アサ
リは砂抜き後、殻をよく洗う。油揚げは
熱湯で油抜き後、細めに切る。キャベ
ツはザク切りにし、水気を切る。切り干し大根はさっと洗い１～２㎝に切る。
ショウガは千切りにする。

❷ 鍋に米を入れ、キャベツ以外の材料を全て加える（アサリは最後に載せる）。
❸ 沸騰するまで強火、その後弱火で13分加熱したら火を止め、アサリを取り出
しキャベツを加えてからふたをして12分蒸らす。炊飯器の場合も同様に、蒸
らしに入ると同時にアサリを取り出しキャベツを加える。

❹ まだキャベツはしっかりしているが、全体をふんわりと混ぜ合わせるとなじむ
ので、梅干しの種を除き、アサリを戻していただく。

　旬のタケノコと丸い野菜を焼き・重ねる、和とイタリアンのコラ
ボです。野菜たちの異なる食感と甘さ・香りなどがお口いっぱい

に広がります。アンチョビとチーズの塩味がアクセントになりご飯もお酒も進み
ます。ナガイモのシャキッと感を生かすため、後から焼きましょう。

　春キャベツと切り干し大根の甘味・梅干しの酸味が体に優し
い炊き込みご飯です。柔らかい春キャベツを楽しむために、ご飯

が炊き上がってから加えます。キャベツの存在感でボリュームもタップリ。アサリ
は小さくなってしまうので、取り出しておきましょう。

米 ....................................... 2合
キャベツ ......... 1/4個（約200g）
アサリ ...............................15個
油揚げ ............................... 1枚
切り干し大根 ......................12g
梅干し ................................ 2個
ショウガ ...............................1片
だし汁 ....酒としょうゆを含む2カップ
酒 ..................................大さじ1
しょうゆ ..........................大さじ1
塩 ..................................小さじ1

材料　（４人分)
1食当たり約365kcal

ゆでタケノコ（小さめ） .......... 1本
ナガイモ ......................6～7cm
長ネギ ................................ 1本
シイタケ .............................. 4個
溶けるチーズ ......................15g
アンチョビ ............................1片
ごま油 ............................大さじ1
しょうゆ ..........................大さじ1
酒 ..................................大さじ1
みりん ............................小さじ1
水 ..................................大さじ1
ピンクペッパー ...................適量

材料　（4個分)
1食当たり約114kcal

甘い春キャベツご飯

Point

Point

タケノコと野菜の重ね焼き


